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経緯量子状態とテンソルネックに基づくデジタル脳構築

離散時間神経信号に対する量子インスパイア生成モデル
脳のデジタルツインを構築するには、まず脳に似た信号を生成できるデジタルモデルを設計する必要があります。
これらの神経信号は離散時間系列と見なすことができます。

課題： 高次元の時空間依存性、正規化不可能性

目的： 脳のデジタルツイン → 確率モデルによるリアルな神経信号の生成



経緯脳ネットワークに対するテンソルネットワーク生成モデル

● Data:

● Distrubution：

● Training:

● Inference:
○ Sampling:

○ Forecasting:

○ Anomaly detection:



経緯実験 – ラットのカルシウムイメージングデータ
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Dataset
• Rat neural activity from 

A1/V1 tasks recorded by 

calcium imaging.

• Raw data were binarized, 

aligned, segmented, and 

saved in.

• 200 trials, 67–302 

neurons, 100 ms time bin.



経緯まとめと今後の展望
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